
PATH
生成AIの発展により時間の短縮や想像を超えるアイデアに出会える一方

アウトプットの単一化や虚偽情報を真実ととらえてしまう危うさも潜んでいます

 

自分自身やAIと対話をしながら道筋を選んでいくことがクリエイションにつながるはずです

オリジナリティのある軌跡を描いていきましょう   

Concept & Message

PLAY AROUND WITH THINKING
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Case_1.
AI を使いこなし効率化を重視 
最短ルートを検索し、提案されたルートを迷いなく突き進むイメージ 
効率的でありながらもより優れた提案は受け入れる許容さがあるのが特徴
スマートさがありつつも含みを感じる質感が特徴のニューベーシックカラー
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好奇心旺盛で AIとの共存もそつなくこなす 
提案に自己アイデアを色付けするイメージ
トレンドにキャラクター性を上乗せしているのが特徴
挑戦度の高い色でありながら所有欲を刺激するアイキャッチカラー

Case_3.
柔軟性がありアイデアも豊富 
AI との対話を通して相乗効果で深みを足していくイメージ
フラットでオープンに思考を重ねアレンジしながらゴールを見定められるのが特徴
高い審美眼でこだわり抜いたハイセンスカラー

Case_4.
人間ならではの研ぎ澄まされた感覚で本質を見極めるイメージ
熟考を極めたストイックさが特徴
秀でる潔さで圧巻させるハイパフォーマンスカラー


